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ハ 不 ル

リ
ア

ン

な

壁
を
は
る
か

に

超
え

、

老

若
男
女
を

問
わ

ず
、

全
国
的
な

信
仰

運
動
を

展
開
さ

せ
、

多
く
の

人
々

を

魅
了
し

た
。

し
か

し、

一

方
、

彼
が

起
こ

し

た

「

宗
門
革

新
運
動
」

と

い

っ

た
事
実
で

わ

か

る
よ

う
に
、

彼
は

「

法
主
」

を

中
心
と
し
て

き

た
大
谷
派
の

伝

統
・

伝
灯
を

非
常
に

重
視
し

て

い

た

人
で

も
あ
る

。

換
言
す
れ
ば

、

近
角
は

「

近
代
的
」

な

宗
教
活
動

を

し
て

い

た
反

面
、

「

反
近
代
的
」

と

定
義
さ

れ
る

伝
統
主
義
者
で

も
あ

っ

た
。

こ

う
し
た
逆

説
的
な

事
情
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

日

本
近
代
仏
教
の

あ
り
方
を

新
た
に

考
察
す
る

こ

と
が

出
来
る

。

同

時
に、

大
谷
派
に

お

け
る

「

近

代
教
学
」

の

意
義
を

再
考
す
る

意
味
に

お

い

て、

晩
年
の

近

角
の

位
置
づ

け
は

重
要
な

課
題
で

あ
る
と

思
わ
れ
る

。

求
道
会
館
所
蔵
史
料
の

意
義

　

　
　

　

整
理

作
業
中
間
報
告

ー
大
　
澤

広

　
嗣

　
本
発
表
は、

平

成
二

〇
1一

＝

年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補

助
金

・

基

盤
研
究
（
C）
「

近
代
化
の

中
の

伝

統
宗
教
と

精
神
運
動

i
基

準
と

し
て

の

近
角

常
観
研

究
」

（
課
題
番
号
二

〇
五

二

〇
〇
五

五
、

研
究

代
表
者
　
岩
田

文
昭
大
阪
教

育
大

教

授）

の
一

環
と

し

て

実
施
し

て

い

る、

求
道
会
館
所
蔵
史
料
の

整
理

作
業
に

つ

い

て、

そ

の

中
間
報

告
を
行

う
こ

と

を

目
的
と

す
る

。

　
真
宗
大
谷
派
僧
侶
の

近
角
常
観
が

信
仰
運

動
の

拠
点
と

し

た

求
道
会
館

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
丁

目
二

〇
番
地
五

号
）

は、

大
正

四

年
に

落
成

し

た

地

上
二

階
の

建
造
物
で

、

信

者
と

支
援
者
な

ど
か

ら

の

寄
附
金
に

よ

り

建
設
さ

れ

た
。

設
計
は

建
築
家
武
田
五
一

で、

施
工

は

戸
田

建
設
創

業

者
の

初
代
戸
田

利
兵
衛
で

あ
る

。

昭
和
一

六

年
に

常
観
が

没
し
た

後、

弟

の

近

角
常
音
が

活
動
を

継
承
し
た

。

し
か

し
昭

和
二

八

年
に

常
音
の

死
去

後、

長
ら

く
閉
鎖
さ
れ
て

き

た
。

そ

の

後、

史

料
は

手
付
か

ず
の

ま
ま
、

今
日
ま
で

未
整
理
で

残
さ

れ

て

き
た

の

で

あ
っ

た
。

な
お

会
館
は、

平
成

六

年
東
京
都
指
定
有
形

文
化
財
と

な
っ

た
こ

と

を

機
に、

平
成
八

年
か

ら

修
復
工

事
が

行
わ
れ
平

成
一

四
年
に

完
工

し
た

。

現

在、

会
館
は

各
種
行

事
に

使
用
さ

れ
、

常
観
の

令
孫
で

あ
る
建
築
家
の

近

角
真
一

氏
が

管
理

を

し

て

い

る
。

　
本
科
研
で

は
、

平
成
二

〇

年
よ
り

求
道
会
館
所
蔵
史
料
の

整
理
と

目
録

化
を
進
め

て

き

た
。

研

究
代
表
者
で

あ
る
岩
田

の

指
示
に

よ

り
、

研
究
協

力
者
の

大

澤
・

碧
海
寿

広
・

小
田

晃
生
に

よ

っ

て

作
業
を

分
担

し
て

い

る
。

ま
た
ラ

イ

ア

ン
・

ワ

ル

ド
か

ら
も

協
力
を

得
て

い

る
。

な

ら
び
に

本

科
研
で

は

常
観
が

発
行
に

関
係
し
た

雑
誌

『

政
教
時
報
』

（
明
治
三

二

ー

三

六

年、

大
日

本
仏
教
徒
同
盟

会）
、

『

求
道
』

（
明
治
三

七

−
大
正
一
一

年、

求
道
発
行

所
）

、

『

信
界

建
現
』

（

昭
和
五

1
一

三

年
、

同
所）

の

電

子
化
を

行
っ

た
。

当
該
の

デ
ー
タ
は、

平
成
二
」

年
一
一

月
発
行
の

中
間

報
告
書
に

DVD

−

ROM

と

し

て

所
収
し

た
。

　
求
道
会

館
所
蔵
の

史
料
群
は
、

次
の

と

お

り
で

あ

る
。

主
に

は、

書

簡
・

名
刺
・

電
報
・

領
収
書
・

帳
簿
類
・

日

誌
・

写
真
・

蔵
書
・

各
種
書

類
・

前
掲
雑
誌
の

校
正

刷
り
と

各
執

筆
者
の

自

筆
原

稿、

で

あ
る

。

史
料

の

総
点
数
は
ま

だ

確
定
し

て

い

な
い

が
、

概
算
で

約
一

万
五

〇
〇
〇
点
と

考
え
ら
れ
る

。

書
簡
に

つ

い

て

は、

平

成
二
】

年
七

月
に

仮
目
録
の

入

力

作
業
が

終
了
し

て
、

そ

の

後
は

修
正

作
業
を
進
め

て

い

る
。

平
成
二

一

年
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パ ネ ル

八

月
末
日

現
在
で、

約
一

万
点
の

書
簡
を

確
認
し

た
。

多
く
が

常
観
宛
の

書
簡
で

あ
る

が
、

弟
の

常
音
な

ど

関
係
者
宛
の

書
簡
も

含
ま

れ
る

。

　

書
簡
目

録
か

ら
指
摘
で

き

る

こ

と

は
、

常
観
の

影

響
力
と

人
脈
が
読
み

取
れ
る

こ

と

で

あ
る

。

常
観
宛
の

書
簡
は、

交
友
が
あ
っ

た

仏
教
界
関
係

者、

常
観
の

説
教
を

聞
法
し
た

者、

全
国
各
地
の

信
者
な
ど

か

ら

の

も
の

で

あ
る

。

と
く
に

求
道
会
館
は

東
京
帝
大
と

＝
咼

の

近

隣
に

位
置
す
る

こ

と

か

ら
、

両

校
の

教

官
・

学

生
・

出

身
者
な

ど

知

識
人

層
の

書
簡
も

多

い
。

ま

た

常
観
は

大

谷
派
僧
侶
だ
が、

本
願
寺
派
な
ど

他
宗

派
僧
侶
か

ら

の

書
簡
も

あ
り、

一

派
に

収
ま
ら
ず
仏

教
界
に

大
い

に

影
響
を

与
え
て

い

た
こ

と

が

伺
え

る
。

因
み

に

同
地
は
浩
々

洞
発
祥
地
で

も
あ
り、

清
沢
満

之
な
ど

浩
々

洞
関
係

者
宛
の

書
簡
も
あ
る

。

　

注
意
す
べ

き

点
は

、

は
が
き

よ

り
も
便
箋
の

方
が

、

情
報
量
は

多
い

こ

と

で

あ
る

。

常
観
は

、

そ
の

存
在
ゆ
え
に

各

方
面
の

著
名
人
か

ら
の

書
簡

が

多
い

が
、

年
賀
状
か

ら
は
人

柄
と

教
養
が

見
え
て

興
味
深
い

が

文

字
数

は

少
な
い

。

む
し
ろ

便
箋
に

書
か

れ

た

も
の

が

情
報
量
は

多
く
、

そ
こ

に

は

有
名
無
名
を
問
わ

ず
、

様
々

な

人
物
か

ら

の

信
仰
告
白
が

記
さ

れ
て

い

る

こ

と
が

少
な
く
な
い

。

一

例
を

挙
げ

れ
ば
、

宮
沢

賢
治
の

父
で

あ
る

政

次
郎
は、

熱
心
な
真
宗

信
者
で

常
観
と

親
交
が

あ
っ

た
。

政
次
郎
の

書
簡

も

あ
る
が、

賢
治
の

妹
ト

シ

が

常
観
に

宛
て

た

書
簡
二

通
（
大
正

四

年
四

月
二

四
日、

五

月
二

九
日

付
）

が

残
さ
れ
て

い

る
。

日

本
女
子

大
に

入
学

し
た

ば

か

り
の

ト

シ

の

心
の

内
面
が

そ
こ

に

記
さ

れ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

本
科
研
は
、

平

成
二

三

年
度
ま

で

の

継
続
を

予
定
し

て

い

る
。

求

道
会

館
所
蔵
の

史
料
に

つ

い

て
、

分
類
と

評

価
は

今
後
の

課
題
で

あ
る

。

最
終

年

度
ま
で

に
、

重

要
な

書
簡
の

翻
刻、

史
料

総
目
録
の

公
表
を

計
画
し
て

お

り、

常
観
の

影
響
力
を
実
証
的
に

明
ら

か

に

し
た
い

と

考
え

て

い

る
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

岩

　
田

　
文

　
昭

　

真

宗
大
谷

派
の

僧
、

近
角
常
観
は

東
京
本
郷
に

求
道
会

館
・

求

道
学

舎

を

設
け、

そ

こ

で

大
正
・

昭
和
初
期
の

主
と

し

て

知
識
人
青

年
に

大
き

な

影

響
を

与
え
た

。

し
か

し
、

近
角
の

研
究
は

こ

れ

ま

で

皆
無
と

い

っ

て

も

い

い

状
態
で

あ
っ

た
。

そ

の

よ

う
な

状
態
と

な
っ

て

い

る

理
由
は
い

く
つ

か

あ

る

が
、

そ
の

最
大
の

理

由
と

し

て
、

近
角
の

存
在
意
義
が

従
来
の

学

問
の

内
部
に

納
ま
り
が
た

い

こ

と

を

あ
げ
る

こ

と

が
で

き

る
。

そ
の

影
響

は、

さ

ま

ぎ
ま

な

学
問
分
野
に

属
す
る

領
域
に

及
ん
で

い

る
。

個
別
の

学

問
は

日

々

進
歩
し、

そ

の

分
析
が

精
緻
に

な

る

だ

け
に、

か

え
っ

て
、

学

問

横
断
的
な

影
響
力
を

残
し
た

思
想

家
の

姿
は

捉
え
に

く
く
な
る
。

本
パ

ネ
ル

の

発
表
者
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教

研
究
へ

の

関
心
を
も
ち、

よ

っ

て

た

つ

学
問
的
方
法
論
も

異
な
る

。

本
パ

ネ
ル

は、

異
な
っ

た

視
点
か

ら
、

近
角
を

論
じ
る

こ

と

で
、

こ

れ
ま
で

看
過
さ

れ

て

き
た

日
本
の

近
現
代
の

宗
教
史
・

精
神
史
の

い

く
つ

か

の

側

面
に

新
た

な

光
を
あ
て

る
こ

と

を

試

み

た
の

で

あ
っ

た
。

　

発
表

者
の

碧
海
寿
広
は
、

近
角
が

刊

行
し

た

雑
誌
『

求
道』

に

記
載
さ

れ

て

い

る

信

者
の

信
仰
告
自
の

形
態
に

着
目
し、

近
代
に

お

け

る

新
た

な

信
仰
告
白
の

登

場
の

意
味
に

つ

い

て

考
察
し
た

。

岩
田
文
昭
は

、

近
角
の

説
教
を

聞
い

た

知

識
人
青
年
の

近
角
受
容
に

つ

い

て
、

と

く

に

二

人
の

宗

教

哲
学
者、

三

木

清
と

武
内
義
範
の

思
想
を
取
り
上
げ
て

論
じ

た
。

ラ

イ

ア

ン

・

ワ

ル

ド
は、

大
正

後
期
か

ら

生
じ
た
「

句
仏
上
人
の

僧
籍
削
除
問
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